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１．乳がん患者の術後リンパ浮腫予防に対するセルフケ
ア継続状況について
工藤亜希子，佐野美枝子，増田真由美
瀬田 陽子，天田 貴美
（公立富岡総合病院）
【はじめに】 2008年度診療報酬改定でリンパ浮腫指導
管理料の導入により,当院では乳がん腋窩リンパ郭清を
行った患者に対して,退院までの間にリンパ浮腫予防指
導を行っている.文献においては「乳がん腋窩リンパ郭
清後のリンパ浮腫の罹患率は多くリンパ浮腫の発生は
QOLの低下を引き起こす」と言われ,リンパ浮腫予防の
継続は重要であることが言える.今回,乳がん腋窩リン
パ郭清後リンパ浮腫予防のセルフケア継続状況について
調査行ったためここに報告する.【研究目的】 現在行
われている乳がん術後リンパ浮腫予防が,退院後も継続
されているか現状を明らかにする.【研究方法】 乳が
ん腋窩リンパ郭清後,術後リンパ浮腫予防指導を受けた
患者 10名にアンケート調査を実施.記入は無記名とし,
個人が特定できないように配慮した.【結 果】 調査
の結果では, 10名の患者がリンパ浮腫予防指導の内容を
覚えていること,リンパ浮腫予防に心がけて生活してい
ることが分かった.覚えていない,心がけていない患者
は一人もいなかった.具体的な予防法については,皮膚
を傷つけないようにしている,爪を深く切りすぎない,
外傷や感染,患側の保護において患者は実施している.
しかし,?リンパ浮腫の予防はいつまでおこなったらい
いのか？マッサージはどのくらいやればいいのか？」な
ど言葉が聞かれた.【考 察】 乳がん腋窩リンパ郭清
後リンパ浮腫予防のセルフケア継続状況については,リ
ンパ浮腫に対する認識度は高く,予防への関心があるこ
とが分かった.看護師は患者の日常生活を配慮し,患者
個々に合わせた指導を行うことができるようにしたいと
考える.
２．リポソーム化ドキソルビシンの投与を受けている患
者のセルフケア行動の実態
五十嵐千代子 （桐生厚生総合病院）
【はじめに】 リポソーム化ドキソルビシンを用いた化学
療法は,手足症候群の出現頻度が高く,皮膚に摩擦や圧
力がかかることで症状が重篤化するため,手足へのケア
が重要となる.治療を受ける患者自身が管理を行ってい
かなければならない.患者の日常生活を知る事で,セル
フケア行動を促進するために必要な知識,技術の提供を
行うことができるのではないかと考え研究を行った.
【研究方法】 平成 22年度からリポソーム化ドキソルビ
シンを用いた化学療法を受けている 5名の患者へ質問紙
法を用いて調査を行う.倫理的配慮として,研究目的を
患者へ説明,参加が得られた患者に対しては患者が特定
できないよう配慮することを文章と口頭で説明,同意を
得た.【結 果】 30代～60代の患者 5名のうち手足症
候群 Grade1以上の有害事象が出現した患者は 1名で
あった.患者は自身の生活環境の中で工夫を行い,手足
の保護に努めていた.リポソーム化ドキソルビシンは,
新薬であり手足症候群の予防法や副作用の対処法など研
究段階である.看護師は患者の持つセルフケア能力を引
き出し強化しながら,治療への意欲につなげていく支援
が必要である.
３．痛みの出現に恐怖感を持つ子宮がん患者への看護支
援 ～IASMの理論を用いた痛みに対する症状マネジ
メント～
高平 裕美，二渡 玉江，神田 清子
（群馬大院・保・看護学）
瀬山 留加 （東京慈恵医科大学）
井上エリ子（群馬大医・附属病院・看護部）
【はじめに】 痛みの出現に恐怖感を持つ子宮がん患者の
看護支援プロセスについて,Larson P.が開発した患者主
体の統合的症状マネジメントアプローチ, IASM (The
 
Integrated Approach to Symtom Management)を用いて
看護介入を行ったので報告する.【事例紹介】 A氏
30代 女性 子宮頸がん (ステージⅠb2期)術後右腸骨
リンパ節再発 介入期間 :2010年 11月 (9日間). A氏
は右臀部から大腿にかけて,腫瘍による神経の圧迫と炎
症に伴うずきずきした痛みがあり,そのコントロールは
不良であり『いつ痛くなるかと思うとそれがいちばん怖
い』と話していた.その背景としてA氏は麻薬を使用す
ることへの抵抗感があり,痛みはADLやQOLの低下
にも影響していた. A氏は体験している痛みに “出現す
ることが恐怖であり,日常生活を妨げているもの”とい
う意味を見いだしていると考え,痛みに対する恐怖感を
軽減することを目的に IASMを適応させた.【結果およ
び考察】 介入により,使用中の鎮痛薬が危険なもので
はないことを理解し,痛みがマネジメントされてきたこ
とを認識することで,麻薬への抵抗感が軽減した. A氏
からは『痛みのことを考えない時間が増えて気持ちが楽
になった』との言葉が聞かれた.
IASMを用いたことで,自分の思いを我慢せせずに伝
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えることができるようになった点が効果的であった. A
氏が持っている方略をフィードバックすることで自己効
力感を高め,積極的な疼痛緩和のための行動に結びつい
たと考える.
４．がん患者・家族のためのなごみサロンの活動
宇佐美はつ子
（群馬大医・附属病院 なごみサロン）
平成 21年 4月,がんサロンの設立に伴い第 1回の
ミーティングに参加致しました.
患者やその家族が「がん」に対して,どう向き合い,ど
う生活の質 (QOL) を高めながら過ごしていけるのか関
心がありました.
その一環としての「がんサロン」の役割は多大である
と共感しました.サロンに集う人々が少しでも和やかな
気持ちになればと願いを込めて「なごみサロン」は誕生
しました.
同年 6月に開設し,早 3年目を迎えようとしています.
毎月 1回の開設ではありますが,医療スタッフの方々に
も参加していただき, 10～20名の集いになっておりま
す.時には他大学,ジャーナリスト,議員の方々の訪問を
受け,関心を持っていただきました.
毎回,患者同志の悩みや情報交換,医療に対する学び,
イベントの参加等,楽しい時間を共有しております.
ますます広くサロンの存在を知っていただき,仲間の
輪が大きく育っていくことを願っています.
第２群 その人らしさを保つための支援
座長：根生とき子（公立富岡総合病院）
５．治療を受ける高齢がん患者の語りにみる希望に関す
る研究
原 祥子，角田 明美
（群馬大医・附属病院・看護部）
武居 明美，神田 清子
（群馬大院・保・看護学）
瀬山 留加 （東京慈恵医科大学）
【はじめに】 2015年には全がん患者の 62％を 70歳以上
の高齢者が占め,難治性がんや末期がんの患者が増える
ことが予想されている.また,高齢の患者は希望を持つ
こと・維持することが他の年齢よりも困難であると考え
られる.そのため本研究では,高齢がん患者のライフレ
ビューおよび希望に関する内容を聴取し,高齢がん患者
がどのような希望を抱いているかを明らかにすることを
目的とした.【方 法】 がんと診断され,手術を受けた
75歳以上の高齢がん患者 3名に対し, 2回の面接を行っ
た. 1回目は入院中で手術後の落ち着いている時期, 2回
目は外来で退院後初回の受診時に行い, ライフレビュー
と,がんと診断される前から抱いていた希望,退院後の
時期における希望について聴取した.その語りをデータ
とし,質的に分析を行った.【倫理的配慮】 所属の倫理
委員会にて承認を得て実施した.【結果および考察】
高齢がん患者が抱く希望は,今までの人生で形成されて
きた価値観がその中心をなしていた.がん治療が終了し
ている場合には,今まで抱いていた希望を基礎とし,新
たな視点が追加された希望へと変化していた.一方,治
療が継続している患者は, その治療への不安に影響を受
け,希望を抱くことそのものが困難な状況にあった.そ
のため,まずは治療の経過に対する見通しが立っている
ことが重要である.治療が継続している患者に対しては,
見通しを立てるための情報提供や不安を軽減するための
看護介入が必要であると考えられる.また,高齢がん患
者の価値観を理解する事が希望を支える看護援助におい
て重要であることが示唆された.
６．デスカンファレンスで明らかになった患者の心理過
程と医療者の役割 ～一般病棟で終末期看護を振り
返って～
村岡やす子 （日高病院）
【はじめに】 肺がん終末期患者の看取り後に,看護チー
ムとリハビリスタッフがデスカンファレンスを行った.
振り返りを行うことで,各々の関わりが共有でき患者の
心理過程を,より深く理解し各々が果たした役割も明ら
かになったので報告する.【方 法】 肺がん 60代女性
の看取り 10日後に病棟看護師,リハビリスタッフ,アド
バイザーなどが参加し, 30分程度でデスカンファレンス
を行った.【倫理的配慮】 遺族に電話にて発表の趣旨
を話し承諾を得た.【結 果】 患者はリハビリに対し
て最後まで未来への希望を持ち,希望を見出していた.
病棟看護師には,日々悪化する病状に寡黙になり,怒り
の感情を向け心の葛藤を表出していた. しかし亡くなる
3日前に,看護師の立会いのもと遺書を書き死を受け入
れた.デスカンファレンスにより個々のスタッフからみ
た患者像や,心理過程をとらえることができ個々の役割
についても明らかになった. スタッフ間の感情も共有で
き,ケアの満足感が得られた.【考 察】 デスカンファ
レンスは各々の関わりを共有でき,様々な視点から患者
の心理過程を捉えることができた.死に向き合う患者と
スタッフとの関わりについて振り返り,事実を捉えなお
すことで行ったケアの意味付けが行え満足感が得られ
た.またお互いの感情を語り合うことで,プライマリー
ナースを始めスタッフのサポートにつながったと考え
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